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第４回北九州市ＰＣＢ処理監視委員会 
―処理施設視察報告書― 

 

 

１ 日 時  平成 14 年 11 月 11 日（月）～12 日（火） 

 

２ 視察先  11 日 

        ・東京電力㈱TEPCO 千葉リサイクルセンター 
   （千葉県千葉市中央区蘇我町 2－1378－2） 

12 日 

        ・日本曹達㈱高岡工場 ＰＣＢ無害化処理プラント 

          （富山県高岡市向野本町 300） 

・北陸電力㈱絶縁油リサイクルセンター（仮称） 
  （富山県富山市草島字長井１） 

 
３ 参加者（総勢１４名） 

 （１）委 員 

   浅岡 佐知夫 委員     柿内 よしこ 委員 

   是永 逸生  委員     嶋津 元彦  委員 

   杉本 旭   委員     津田 潔   委員 

   成田 裕美子 委員     水城 秀信  委員 

   吉永 耕二  委員 

 （２）環境事業団 

   北九州事業所 業務課長 水取 周隆 

 （３）行政機関 

   福岡県 環境部廃棄物対策課課長補佐  永津 龍一 

   北九州市 環境局環境産業政策室主幹  谷上 昇 

           環境産業政策室主査  上村 鋭治 

           廃棄物指導課主査   門屋 裕一 

 

 

 

 

 

資料１
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４ 視察概要 

 
１１月１１日（月） 
 
【東京電力㈱TEPCO 千葉リサイクルセンター】１３：４０～１５：２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜先方出席者＞ 
 東京電力㈱ 環境部副部長    高須 康彰 

再資源化計画グループマネージャー 関  秀登 
TEPCO 千葉リサイクルセンター所長 渡辺 泰継 

    三井物産㈱ 電力機械部電力営業第三室長  宗雪 敏明 
ＰＣＢ再資源化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ ﾘｰﾀﾞ- 天野 達郎 
ＰＣＢ再資源化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ責任技術者 中田 泰弘 

    環境事業団 環境保全・廃棄物事業部長  鏑木 儀郎 
建設管理課長    倉持 徹也 
北九州事業所長    吉本 範男 

◆東京電力㈱TEPCO 千葉リサイクルセンターについて 
 ○東京電力が自ら保管・保有するＰＣＢを処理するための施設。 
 ○同社はＰＣＢ処理施設を横浜火力発電所内にも設置している。 
 ○場所：千葉県千葉市中央区蘇我町２－1378－２ 

・京葉工業地帯 千葉火力発電所の隣接 
地 
・処理施設から直近住宅地まで約３ｋｍ 
の距離 

 ○平成 14年３月操業開始（操業中） 
 ○敷地面積：約８，５００㎡ 
○施設の構成：液処理を行う設備（ＰＣＢ油を化 

学分解する設備）が設置されてい 
る。 

       処理工程ごとに建屋が設けられており、建屋間は配管でつなが

っている。 
 ○処理方式：脱塩素化分解法（化学抽出分解法） 
   ※東京電力㈱と三井物産㈱が有する処理技術 
※北九州事業（第１期）で採用される脱塩素化分解法とは使用す

る薬品が異なる 
 ○処理能力：１，０００Ｌ／日（低濃度ＰＣＢのみの処理を行っている。） 

※工業地帯と住宅地の境界付
近から見たところ（小さく見
える２本の煙突の付近が処
理施設） 
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（１）施設概要説明～ビデオ上映 
 ・耐震構造とするため、各棟の基礎部分は 
深さ 30ｍの杭打ちを行っている。 
 ・各設備の回りには防油堤を設置、床は不 
浸透構造 
 ・分散型制御装置、インターロッキングシ 
ステムを採用 
 ・モニタリングは迅速分析法を採用 
 ・排気部分は活性炭フィルターを使用 
 ・現在処理能力 1000Ｌ／日であるが、数倍に 

増設することを計画している    など 
 
（２）現地視察 
○受入棟【東京電力の各保管場所で保管されているＰＣＢ（柱上変圧器やドラム

缶に入っている）を受け入れてＰＣＢを抜き取る設備。】 
 ・ガソリンスタンドの給油ノズルのような装置にて、ＰＣＢ油の抜き取りを行

う。 
・ＰＣＢを抜き取った後の空の柱上変圧器やドラム缶（ＰＣＢが付着したもの）

は各保管場所に返却し、引き続き各所で保管を行う。（来年度、川崎に容器処

理設備が完成予定） 
 ・この工程のみ人手によるマニュアル操作が行われる。（以降の工程は、全て制

御システムのもと、装置の中で自動運転が行われる。） 
 ・建屋外にＰＣＢが漏れ出さないように、受入棟内全体に防油堤を設け、さら

に、万が一床にこぼれた場合、油が散在しないよう、床は若干片側に傾斜し

ている。 
 ・受入棟から各棟につながっている配管には以下の工夫を施している。 
①屋外配管は管が２重構造 
②配管のフランジ（継ぎ手）は必ず建屋内 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜受入棟内部＞ 

※視察者前方に、ＰＣＢ油を抜き取る

装置がある。 
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 ○入出荷棟【搬入されたＰＣＢ油及び処理済の再生油を保管する設備】 
  ・ＰＣＢ油は、直径２ｍ、高さ４ｍ程度のタンク（２個）に貯留する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○分解棟【ＰＣＢ油を化学分解させる設備】 
  ・ＰＣＢ油を化学分解させる分解槽は直 
径１ｍ、高さ３ｍ程度の円筒形。 

  ・分解槽にＰＣＢ油を入れ、溶媒とアル 
カリを混ぜ、200℃に加熱し、３時間 
反応させる。その後、時間をかけて冷 
却する。 

  ・分解後の油の中に残っているアルカリ 
は、分解棟内のアルカリ回収設備にて 
回収し、分解工程で再使用する。 

 
 ○回収棟【溶媒を回収・再使用し、処理済 

油を再資源化するための設備】 
・処理済油は、回収棟にて純度の高い油 
にするための処理を行い、東京電力横 
浜火力発電所でボイラーの燃料として 
再使用する。 

  ・①溶媒回収器にて蒸留により溶媒を回 
収（回収した溶媒は再度分解工程で使 
用）、②中和水洗槽にて中和、水洗い 
③油水分離機にて脱水、④出荷 

  ・施設内で水を使用するのはこの中和水 
洗槽の工程のみで、ここで発生する排 
水は排水処理設備で油分等を除去し、 
水質確認した後、公共用水域（蘇我水 

※入出荷棟（この中に貯留タンクがある。）

※分解棟内部。 

※回収棟内部 
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路）に放流する。 
 
 ○ローリーヤード【処理済油を払い出す設 

備】 
  ・処理済油は８ｔ積のタンクローリー車 
にて搬出する。 

 
○管理室【処理施設の各装置を管理し、安 

全監視を行う設備】 
  ・４台のコンピュータが配置された中央 
制御室にて、施設全体を制御している。 

  ・中央制御室では、各工程における諸条 
件を確認して、「一工程先へ進め」の指 
示を出す。 
・４台のコンピュータはそれぞれが同じ機 
能を果たせるよう並列にセットされてお 
り、仮に３台が故障して１台となっても 
制御機能が果たせる。 

 
（３）質疑応答 
  Ｑ：処理している低濃度ＰＣＢの濃度は？ 
  Ａ：５０ｐｐｍ以下である。 
 
  Ｑ：各設備の材質選定はどのように行ったのか？ 
  Ａ：そもそも油の処理を行う施設であり、機器も腐食しにくいため、処理期間

の１０年は十分耐えうるものである。 
    分解槽等は高級材料を使用しているが、それ以外は炭素鋼やステンレスで

ある。 
 
  Ｑ：搬入に用いられているドラム缶の材質は？ 
  Ａ：スチールである。 
 
  Ｑ：作業者が直接ＰＣＢに触れるところでの安全性の確保は？ 
  Ａ：作業者が直接ＰＣＢに触れるのは、受入の際の油抜き工程のところのみで

あり、ここでは局所排気を行っている。取り扱う油のＰＣＢ濃度はｐｐｍ

オーダーであり、受入棟内の空気のＰＣＢ濃度は大気中の濃度とそれ程変

わらない数値である。 

※ローリーヤード 

※管理棟内部：手前に見えるのが制御

用のコンピュータ（左手にあと２台

ある） 
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  Ｑ：分解槽から出るスラリー（泥状物）は装置内をうまく流れているか？ 
  Ａ：順調に流れている。 
 
Ｑ：ＰＣＢの濃度分析は、施設の最初と最後（搬入時と搬出時）だけか？処理

の途中ではやっていないのか？ 
  Ａ：濃度分析は、廃棄物処理法上半年に１回の実施が義務付けられている。 
    本施設では、一定の条件のもと、繰り返しの操業がなされるよう分解条件

の設定がなされている。従って、１回の反応ごとに、異常な反応がなかっ

たということを確認し、分解後に分析を行うこととしている。 
 
  Ｑ：東京電力のＰＣＢの保管状況は？ 
  Ａ：基本的には機器の状態で保管しているが、 
    一部はドラム缶に移して保管している。 
 
  Ｑ：トランスやドラム缶等の容器は川崎で洗 
浄処理するのか？ 

  Ａ：関東一円で東京電力が持っている容器全 
量を川崎で処理する。 

 
  Ｑ：受入・抜油のところでＰＣＢが気化し、大気中へ出て行っているのではな

いかと心配しているが大丈夫か？ 
  Ａ：現在は低濃度のみの処理を行っており、受入設備でのＰＣＢ濃度は一般大

気中と変わらない。現在の排気設備はより安全サイドに立ったものである。 
 
  Ｑ：操業の人員体制は？ 
  Ａ：２４時間操業であり、施設の運営を行う日勤者と設備の運転を行う当直員

（４直３交替）で対応している。 
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１１月１２日（火） 
 
【日本曹達㈱高岡工場 ＰＣＢ無害化処理プラント】９：０５～１０：１０ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜先方出席者＞ 
 日本曹達㈱ 高岡工場長     大滝 康彦 

高岡工場総務部長    中村 眞吾 
機能化学品事業部長    有泉 彰 
機能化学品事業部資源再利用ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 藤田 実 
機能化学品事業部資源再利用ｸﾞﾙｰﾌﾟ責任技術者 高橋 優 

    環境事業団 環境保全・廃棄物事業部長   鏑木 儀郎 
 建設管理課長     倉持 徹也 
北九州事業所長     吉本 範男 

 

◆日本曹達㈱高岡工場ＰＣＢ無害化プラントについて 
 ○日本曹達が自ら保管・保有するＰＣＢを処理するための施設。 
 ○同社はＰＣＢ処理施設を新潟県中郷村の二本木工場にも設置している。 
 ○場所：富山県高岡市向野本町 300 

・小矢部川沿いの工場地帯の一角 
・同社敷地の周辺は民家で、処理施設から直近住宅地まで約３５０ｍ

の距離 
 ○平成 14年３月操業開始。処理はほぼ終了している。 
 ○敷地面積：８００㎡程度（ＰＣＢ処理施設に係る箇所のみ） 
       （高岡工場全体面積：５４万㎡） 
○施設の構成：液処理を行う設備（ＰＣＢ油を化学分解する設備）が設置され

ている。 
       貯留タンク以外の設備は全て一つの建屋内に設置されている。 
 ○処理方式：脱塩素化分解法（金属ナトリウム分散体法（ＳＤ法）） 
       ※日本曹達が有する技術 

※北九州事業（第１期）で採用されるものと同じ技術 
 ○処理能力：４０kg／日（低濃度ＰＣＢのみの処理を行った。） 
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（１）施設概要説明～ビデオ上映 
 ・日本曹達高岡工場は昭和９年に操業を開始 
した化学品製造工場 
・工場敷地全体は、４自治会、１５００世帯 
と接している。 
 ・ＰＣＢ処理施設は高岡工場の敷地内の真中 
に位置している。 
 ・反応槽にＳＤ薬剤（１５％）、溶媒を入れた 
後、ＰＣＢ油を入れ、加熱（１７０℃）し、 
ＰＣＢを分解させる。その後時間をかけて 
冷却する。 
 ・反応槽の容量は５８０Ｌ 
・金属ナトリウムは一般的に水に触れると激 
しく反応するため、取り扱いに注意を要す 
る物質とされているが、日本曹達が開発し 
た金属ナトリウム分散体（ＳＤ）は、水に 
触れて激しく反応するものではなく、取り 
扱いやすい物質である。 
 ・排気する際は活性炭吸着を行う。  など 
 
（２）現地視察 
 ・ＰＣＢ処理施設は、敷地内の他用途に使用 
していた建屋内に設置されている。 
 ・比較的狭小の建屋内に反応槽と後処理槽が 
配置され、建屋内部を配管が張り巡らされ 
ている。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※施設外観（赤枠内が処理施設） 
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 ・反応槽の大きさは幅１ｍ、高さ２ｍ程の円筒形。 
 ・後処理槽：処理済油中に残ったナトリウムを水で中和させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※反応槽 ※後処理槽 

※オレンジの円形枠を回転させ、ＳＤ
の性状をドラム缶内で均一に保つ 

※デカンタ(遠心分離機)：化学分解後、
固形残渣をふるいにかける 

※排気処理装置 ※防油堤（緑色の箇所）：施設内は扉
よりも一段低くなっている 

※処理設備２階部分 ※サンプル 
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（３）質疑応答 
 Ｑ：北九州事業ではＳＤはどのようにして施設に搬入するのか？ 
 Ａ：まだ正式に決まっていないが、新潟県 
二本木工場でＳＤを製造し、３５００Ｌ 
のタンク２個をトラックに載せて搬入す 
る方法と、処理施設の近くでＳＤを製造 
することのいずれかを考えている。 
処理施設の近くで製造する場合、二本木 
工場から金属ナトリウムを運ぶことにな 
るが、日本曹達は専用ローリー車による 
輸送実績が十分あり大丈夫である。 

 
 Ｑ：処理済油の分析はバッチ（１回の処理）ごとか？ 
 Ａ：バッチごとに行う。 
 
 Ｑ：ＳＤタンクの材質は？ 
 Ａ：ステンレス３０４である。 
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【北陸電力㈱絶縁油リサイクルセンター（仮称）】１１：００～１１：５０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜先方出席者＞ 
 北陸電力㈱ 立地環境部長     綿貫 摂 

          立地環境部副部長    柴垣 鉄夫 
          絶縁油リサイクルセンター建設工事所所長 松原 明雄 
日本曹達㈱ 機能化学品事業部長    有泉 彰 

機能化学品事業部資源再利用ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 藤田 実 
機能化学品事業部資源再利用ｸﾞﾙｰﾌﾟ責任技術者 高橋 優 

    環境事業団 環境保全・廃棄物事業部長   鏑木 儀郎 
建設管理課長     倉持 徹也 
北九州事業所長     吉本 範男 

 
（１）施設概要説明 
 ・電力会社としてＰＣＢ処理に着手したのは 
東京電力に次いで２番目 
 ・北陸電力として柱上トランスを２２万台持 
っている。そのうち約４割はまだ電柱に設 
置されたまま。北陸電力としては少しずつ 
柱上トランスの取り替えを行ってきたが、 

◆北陸電力㈱絶縁油リサイクルセンター（仮称）について 
 ○北陸電力が自ら保管・保有するＰＣＢを処理するための施設。 
 ○場所：富山県富山市草島字長井１ 

・神通川が富山湾に流れ込む最河口部に位置する富山火力発電所内の

一角 
・同社敷地の周辺は田畑や民家で、処理施設から直近住宅地まで約１

km の距離 
 ○現在建設中（年末には概ね完成。平成 15 年１月頃から試運転開始の予定。） 
 ○敷地面積：約３，０００㎡（ＰＣＢ処理施設に係る箇所のみ） 
○施設の構成：液処理を行う設備（ＰＣＢ油を化学分解する設備）が設置され

ている。 
       貯留タンク、管理棟以外の設備は全て一つの建屋内に設置され

ている。 
 ○処理方式：脱塩素化分解法（金属ナトリウム分散体法（ＳＤ法）） 
       ※日本曹達が有する技術 

※北九州事業（第１期）で採用されるものと同じ技術 
 ○処理能力：５，０００Ｌ／日（当初は低濃度ＰＣＢの処理を行う予定） 
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保管タンクの容量が限界に近づいてきたの 
で、自社で処理する方針を決めた。 
 ・現在建設中の施設は低濃度ＰＣＢの処理の 
みを行うものであるが、容器処理の方針が 
固まれば、高濃度の施設にも対処する予定。 
 ・運転時、緊急時のマニュアルは現在整備中。 
・処理方法は日本曹達の技術を採用（処理技 
術に係る説明は日本曹達と概ね同じ内容）。 
・外部にある保管タンク（１５００kl×３基） 
から分解処理棟まではパイプラインでＰＣＢ油を移送する。（配管は二重構造） 
・処理済油は、北陸電力内の発電所の燃料等として再使用する予定である。  

など 
 
（２）現地視察 
 ・建設現場を視察 
 ・日本曹達の施設に比べると、スペース的に余裕がある。 
・分解処理棟内において、供給槽から反応槽までのＰＣＢを扱う箇所は管理区域

とされている。 
 ・管理区域外から管理区域内を見ることができるよう、両区域の境界部の壁には

ガラス窓を設ける予定とのこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分解処理棟外観 ※管理棟外観 

※分解処理棟内部 
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（３）質疑応答 
Ｑ：高濃度の処理はどのように考えているのか？ 
Ａ：北陸電力として高濃度のトランス・コンデンサを９００台保管している。高

濃度のものは準備が出来次第、処理しようと考えている。 
 
 
５ 委員の感想 
 ○全般的事項 
  ・「百聞は一見にしかず」の言葉どおり、いままで書類あるいは静止ないし２次

元画像で説明を受けてきたことが具体的に理解･イメージできて今後の監視

委員会活動に対して大いに参考となった。 
  ・処理施設のスケールを把握できたことはもちろん、ＰＣＢ処理工程について

も監視委員会等で勉強したときよりも、より深い理解を得ることができた。 
  ・いずれの施設も世界でもっとも厳しいとされるＰＣＢ処理後の許容濃度をベ

ースにした基本施設となっているという印象であり、この程度の安全性と作

業環境が確保されたものであれば、安全性については、何ら問題ないのでは

ないかと思われた。 
 ・安全設備の説明を聞き、実際に施設を目のあたりにしたが、３社とも完璧と

思われる程の心配りが見受けられ、これなら大丈夫だろうという思いがした。 
  ・３社とも共通して以下の点を感じた。 
①ＰＣＢを次の世代に負の遺産として残すことなく、早く安全に処理しよ

うとする思いが強い。 
②ＰＣＢの化学分解方式による安全な処理とリサイクル、更に安全と環境

を最優先とした取り組みを行っている。 
③地域社会との良好なコミュニケーションを維持しながら、自主的かつ積

極的に展開している。 
④環境問題の取り組みに関する意識が徹底しており、処理に対する努力と

※処理済油タンク 
（100kl×３基） 

※ＰＣＢ油タンク 
（1,500kl×３基） 
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勤勉さ。 
  ・３施設のいずれも、特別に難しく、危険なレベルでないものであることが理

解できた。 
  ・現場の説明が、具体的で理解しやすく、実益ある内容であった。 
  ・各視察先は、今回の視察に応える必要がない立場であるにもかかわらず、快

く視察を受け入れたことについて、化学プラント工場のリスクコミュニケー

ションが、積極的に行われるようになったのだなと実感した。 
 
 ○技術的事項 
  ・化学処理法のメイン装置がそれ程大掛かりでないことから、装置全体の危険

度がそれ程高くないと感じた。 
  ・［東京電力］安全と関わりの深い技術事項、①短期間（１０ヶ月）建設、②必

要十分な装置寿命（１０年）設計、③底面漏洩防止処理、④建設におけるモ

ジュール据付法の採用、⑤複数のコンピュータによる相互バックアップを可

能とする分散型制御装置、⑥複数の ECD-GCによる PCB迅速分析システム、
⑦ダメ押し的活性炭吸着排ガス浄化装置、⑧コンパクトな触媒酸化法廃水処

理、⑨不燃･耐火構造および泡消火器による緊急消火体制、などが大いに参考

となった。 
・［日本曹達］北九州事業で導入される予定の実稼動実績のある小規模プラント

により、①金属ナトリウム分散体（SD）の安全信頼性、②信頼性の高いスラ
リーの圧力輸送・重力輸送法、③危険物・有害物・毒物を取り扱う化学プラ

ント操業経験に基づく安全設計･管理・操業システム、などの確認ができた。 
・［北陸電力］北九州事業における実施予定規模での全体的安全管理関係、①技

術、②装置、③プラント、④システムなどのイメージが掴めた。 
・［東京電力］分解槽は１０００Ｌの割には小規模、構成材料もそれ程難しいも

のでないことに安心した。 
・［北陸電力］反応槽の大きさが北九州の１期事業と同程度の規模であることか

ら、全体の設備のイメージを理解出来た。 
 
 ○北九州事業における監視のポイント 
  ・操業に当たっては“高濃度”の状態での手作業が課題で、実際のトランス等

から PCBを抜き出し､その後トランスを洗浄する工程における作業者の安全
管理が重要であると考える。 
・北九州のＰＣＢ処理施設においてＳＤを製造するものではないが、ＳＤ溶液

の製造管理が技術的にも安全管理上も問題になる。金属ナトリウムの取り扱

いを含めて留意する必要がある。 
・［北陸電力］低濃度 PCB と高濃度 PCB の処理を設備的にも区別した計画を
進めている。北九州の場合も処理物を規模､濃度等に区別した処理及び管理を
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する必要がある。 
  ・［北陸電力］処理担当の責任者が建設時点から携わっているように感じる。北

九州の場合も設備の製造設置から操業に至るまでの責任者を早い時点で任命

して、組織としての責任体制を構築することが大切と感じる。 
  ・今後北九州の処理施設が建設、試験操業へと進む段階で、操業におけるソフ

ト面（安全面とコスト面とのバランスなども含めて）での充実を見守ってい

きたいと思う。 
  ・北九州のＰＣＢ処理施設も、今回の各社のように、市民に対して積極的なリ

スクコミュニケーションを実施してほしいと思った。 
 
 ○監視委員会活動に関する事項 
  ・技術になじみのある専門委員だけでなく市民委員も熱心に視察に参加してお

り、この委員会活動の将来は大いに期待できるとの印象を深めた。 
  ・処理技術など、専門的なことはまだまだ勉強不足であるが、市民の代表とし

て安全を第一に、監視委員としての務めを果たしていきたい。 
 ・原子力発電所の建設の時には、地域住民などに対し、安全性を充分説明して

きたことだと思う。視察したＰＣＢ処理施設も百パーセント安全かもしれな

いが、いつ不測の事態が起こるかもしれない。 
これから建設される北九州の処理施設が将来にわたって絶対安全であるよう

祈念して監視していきたいと思う｡ 
  ・次回以降の委員会において、視察で得られたことや感じたことを参考にし、

活動に活かしていきたい。 
 ・改めて処理監視委員としての責任の重大さを感じさせられた。 
・２日間の団体行動を行う事ができ、委員間での連携感を培うことが出来た。 
・今後、高濃度 PCBの前処理､後処理の工程及び設備状況を出来るだけ早く視
察することが望ましいと考える。 


